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■動脈硬化を促進させる危険因子�
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厚生労働省「患者調査」1999年�※赤文字は主な生活習慣病�

注：総患者数は継続的に医療を受けて
いる者の数の推計で、男女の合計
が総計に合わない場合もある。�

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
継
続
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
人
数
が
多
い
上
位
７
つ
の
疾

患
の
う
ち
、
６
つ
が
「
生
活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
生
活
習
慣
の
変
化
に
と
も
な
い
増
加
し
て
き
た
病
気
で
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
卒
中
の
引
き
金
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。� 日

本
人
の
生
活
習
慣
病�

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
治
療
で
心
臓
病
を
予
防
す
る
！�

監
修
・
筑
波
大
学
臨
床
医
学
系
循
環
器
内
科
　
教
授
　
山
口
　
巖
�

■主要疾患の総患者数�

生
活
習
慣
病
の
な
か
で
も
、
虚

血
性
心
疾
患
の
も
っ
と
も
大
き
な

危
険
因
子
の
一
つ
が
高
血
圧
で
す
。

高
血
圧
で
は
、
よ
り
強
い
力
で
血

液
を
送
り
だ
す
た
め
、
心
臓
に
大

き
な
負
担
が
か
か
り
、
心
臓
が
肥

大
し
て
働
き
が
低
下
し
心
不
全
を

起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
放
置
し
て

お
く
と
、
心
臓
の
冠
動
脈
が
動
脈

硬
化
を
起
こ
し
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
血
管

に
強
い
圧
力
が
か
か
る
高
血
圧
で

は
、
心
臓
や
脳
、
腎
臓
な
ど
に
深

刻
な
血
管
障
害
が
起
こ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
障
害
は
ほ
か
の
生
活
習

慣
病
を
合
併
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。�

し
か
し
、
高
血
圧
は
自
覚
症
状

が
な
い
た
め
、
医
療
機
関
を
受
診

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る

人
も
多
く
、
実
際
の
患
者
数
は
、�

３，
５
０
０
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の

生
活
習
慣
病
に
も
共
通
し
て
い
る

こ
と
で
、
高
脂
血
症
患
者
は
２，
０

０
０
万
人
以
上
、
糖
尿
病
は
予
備

軍
も
含
め
る
と
１，
３
７
０
万
人
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

生
活
習
慣
病
は
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
し

た
り
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
と

と
も
に
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。�

動脈硬化�動脈硬化�

狭心症・心筋梗塞・脳卒中�

過労・ストレス�過労・ストレス�

加齢�加齢�

高脂血症�高脂血症�

糖尿病�糖尿病�

高血圧�高血圧� 喫煙�喫煙�肥満�肥満�

運動不足�運動不足�



健康ハート�平成15年2月1日� （2）�

日本人の高脂血症患者約5万人を対

象に、6年間追跡調査した大規模臨

床試験「日本脂質介入試験（Japan 

Lipid Intervention Trial：J-LIT）」

でも、いくつかの危険因子が重なると、

心筋梗塞になる危険が著しく高くな

るということが証明されています。�

図は、高脂血症患者が心筋梗塞にな

る危険を1としたとき、そのほかの

危険因子の有無で、発症率がどのく

らい高くなるかを示したものです。

危険因子が多くなるほど心筋梗塞に

なる危険も高くなり、高脂血症に加

え喫煙習慣、糖尿病、高血圧がある

人は、高脂血症だけの人に比べて10

倍以上も危険が高いことが分かります。�

高脂血症にほかの危険因子が重なると・・・�

心筋梗塞の発症率がアップ�
日本脂質介入試験（J-LIT）の結果より�

������

心
臓
病
を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子
は

２
０
０
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
（
糖
尿
病
予
備
軍
の

状
態
）
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
心
臓
病

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

る
大
き
な
危
険
因
子
で
す
。�

生
活
習
慣
病
は
長
い
間
の
生
活
習
慣

に
起
因
す
る
病
気
で
、
初
期
に
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心

筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患

や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
病
は
、
１
人
で
２
つ
、
３
つ
と

合
併
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
い
く
つ
か

の
生
活
習
慣
病
や
危
険
因
子
が
重
な
る
と
、

動
脈
硬
化
は
加
速
度
的
に
進
み
、
虚
血
性

心
疾
患
を
起
こ
す
危
険
性
も
さ
ら
に
高

ま
り
ま
す
。
軽
症
だ
か
ら
と
い
っ
て
見
過

ご
さ
ず
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
か
ら
、
危
険
因
子
を
減
ら
す
努
力
を

始
め
ま
し
ょ
う
。�

心
臓
病
を
促
進
さ
せ
る�

生
活
習
慣
病�

喫　煙 － ＋ － － ＋ ＋ － ＋�

糖尿病 － － ＋ － ＋ － ＋ ＋�

高血圧 － － － ＋ － ＋ ＋ ＋�

■危険因子別心筋梗塞相対リスク�
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J-LIT study 2001年�

監
修
・
筑
波
大
学
臨
床
医
学
系
内
科
　
教
授
　
山
田
　
信
博
�

心
臓
病
の
危
険
因
子
で
あ
る
生
活
習
慣
病
は
、
い
く
つ
か
重
な
る
こ
と
で
、
よ
り

い
っ
そ
う
心
臓
病
の
危
険
を
高
め
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
因
子
が
複
合
し
て
悪

影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
、
粥
状
動
脈
硬
化
症

を
促
進
す
る
原
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。�

生
活
習
慣
病
と�

         

心
臓
病�
生
活
習
慣
病
と�

         

心
臓
病�
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最
近
の
研
究
で
は
、
虚
血
性
心
疾
患
の

引
き
金
と
な
る
粥
状
動
脈
硬
化
を
促
進

す
る
原
因
と
し
て
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
代
謝
異
常
症
候
群
）」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
　�

肥
満
、
特
に
内
臓
肥
満
と
い
う
状
態
に

な
る
と
、
肝
臓
や
筋
肉
で
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て

一
連
の
代
謝
異
常
の
結
果
と
し
て
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
危
険
因

子
が
重
積
し
、
動
脈
硬
化
が
加
速
度
的
に

進
行
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。�

こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
病
気
が
互

い
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
あ
う
状
態
は
「
マ

ル
チ
プ
ル
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
症
候
群
」

「
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
Ｘ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
が
４
つ
重
な
っ

た
状
態
を
、
特
に
「
死

の
四
重
奏
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
」
の
状
態
で
す
。�

��

������

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
の
多
く

は
、
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
、
脂
肪
分
の
過
剰

摂
取
と
い
っ
た
悪
い
食
習
慣
や
運
動
不
足
、

喫
煙
、
過
労
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
で
き
る
の

で
す
。
と
く
に
、
食
生
活
を
改
善
し
、
運

動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
食

事
で
は
、
カ
ロ
リ
ー
を
制
限
し
、
高
脂
質
、

高
塩
分
の
外
食
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、

砂
糖
の
過
剰
摂
取
を
控
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
筋
肉
の
維
持
や
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
を
高
め
る
た
め
に
も
適
度
な
運

動
は
大
切
で
す
。「
運
動
す
る
か
ら
、
そ

の
ぶ
ん
食
べ
て
も
い
い
」
と
い
う
の
は
誤

解
で
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
を
平
行
し

て
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。�

生
活
習
慣
病
は
、
初
期
に
は
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
放
置
し
た
ま
ま
の
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

定
期
的
な
健
康
診
断

を
受
け
、
血
圧
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

ふ
だ
ん
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
、

一
年
に
一
度
は
心
電

図
の
検
査
も
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　動脈硬化にもさまざまなタイプがあります。なかでも冠動脈や頸動

脈などの太い血管で起こりやすく、心筋梗塞や脳梗塞などの引き金に

なるといわれるのが、粥状動脈硬化（アテローム硬化）です。粥状動脈

硬化は、血管の内側に付着したコレステロールがお粥状にドロドロの

状態になるものです。コレステロールが付着して傷がついた血管内には、

プラーク（コレステロールが固まってできた病巣）ができて厚くなりま

す。プラークが破裂して出血すると血栓ができ、血液が詰まったり滞っ

たりして、心筋梗塞や狭心症の原因となります。�

　粥状動脈硬化はもともとは欧米人に多く、日本人には少ないとされ

ていました。しかし、食事の欧米化などにともない、最近は日本人にも

急増しています。�

心臓病と関係が深い粥状動脈硬化�

写真：血管内に挿入した

カメラでみた血管内腔。�

�

コレステロールが付着し

て動脈硬化を起こしてい

る。プラークの破裂により、

血液の流れる部分が狭く

なっている。�

�

Circulation, 94:2013. 1996

適切なエネルギー摂取とは？�
�

中性脂肪の�
高い人�

・適正カロリーとする�
・アルコールの制限�
・単純糖質（砂糖・果�
　物など）を控える�
�

コレステロールの�
高い人�

・適正カロリーとする�
・動物性脂肪を控える�
・コレステロール摂取
量を1日300mg以
下にする�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク�

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
恐
怖�

生
活
習
慣
の
見
直
し
が�

予
防
の
第
一
歩�

�

じゅくじょう�
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小林　太刀夫（こばやし・たちお）�
1912 年生まれ。36年東京帝国大学（現・東京大学）医学部卒業。同大講師、
助教授を経て59年同大医学部衛生看護学科教授。61年同大医学部附属病
院分院長。65 年同大医学部第 4 内科教授。69 年日本循環器学会会長、
71年日本リハビリテーション医学会会長、75年昭和大学藤が丘病院院長、
世界心臓代謝学会会長などを歴任。�

Interviewインタビュー�

健
康
で
登
山
を
愉
し
む
た
め
に

健
康
で
登
山
を
愉
し
む
た
め
に�

�
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
休
日
に
ご
家
族
や
仲
間
で

休
日
に
ご
家
族
や
仲
間
で

山
歩
き
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

山
歩
き
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
学
生
時
代
か
ら
山
に
親
し
ま
れ
、

で
し
ょ
う
か
？
学
生
時
代
か
ら
山
に
親
し
ま
れ
、

8888
歳
ま
で
富
士
登
山
さ
れ
て
い
た
と
い
う
小
林

歳
ま
で
富
士
登
山
さ
れ
て
い
た
と
い
う
小
林

太
刀
夫
先
生
は
ま
さ
に

太
刀
夫
先
生
は
ま
さ
に
「
山
の
達
人
」

「
山
の
達
人
」。
南
ア
ル

南
ア
ル

プ
ス
の
最
高
峰
、

プ
ス
の
最
高
峰
、
北
岳
に
診
療
所
を
開
設
し
、

北
岳
に
診
療
所
を
開
設
し
、
長

年
に
わ
た
り
高
山
病
な
ど
の
治
療
に
も
従
事
さ

年
に
わ
た
り
高
山
病
な
ど
の
治
療
に
も
従
事
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
小
林
先
生
に
、

れ
て
こ
ら
れ
た
小
林
先
生
に
、
山
登
り
の
愉
し
み

山
登
り
の
愉
し
み

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。�

東
京
大
学
名
誉
教
授

東
京
大
学
名
誉
教
授
 
小
林
　
太
刀
夫

小
林
　
太
刀
夫
�

健
康
で
登
山
を
愉
し
む
た
め
に�

�

東
京
大
学
名
誉
教
授
 
小
林
　
太
刀
夫
�

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
休
日
に
ご
家
族
や
仲
間
で

山
歩
き
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
学
生
時
代
か
ら
山
に
親
し
ま
れ
、

88
歳
ま
で
富
士
登
山
さ
れ
て
い
た
と
い
う
小
林

太
刀
夫
先
生
は
ま
さ
に
「
山
の
達
人
」。
南
ア
ル

プ
ス
の
最
高
峰
、
北
岳
に
診
療
所
を
開
設
し
、
長

年
に
わ
た
り
高
山
病
な
ど
の
治
療
に
も
従
事
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
小
林
先
生
に
、
山
登
り
の
愉
し
み

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。�

�����

昭
和
10
年
の
積
雪
期
の
北
岳

登
頂
を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
に
よ
る

会
津
駒
ヶ
岳
初
登
頂
、
谷
川
岳
や

穂
高
連
峰
縦
走
な
ど
、
学
生
時
代

は
と
に
か
く
山
登
り
に
夢
中
で
、「
１

年
の
大
半
を
山
で
過
ご
し
、
あ
や

う
く
留
年
し
か
け
た
」
こ
と
さ
え

あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
登
山
で
肋

骨
を
折
る
く
ら
い
当
た
り
前
」、「
急

所
で
転
落
し
か
け
、
歯
で
岩
に
か

じ
り
つ
い
た
こ
と
も
」
と
、
山
男

ら
し
い
武
勇
伝
も
数
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
学
入
学
後
に
戦
況
が

悪
化
。
小
林
先
生
も
卒
業
後
は
軍

医
と
し
て
出
征
し
ま
し
た
が
、
二

度
め
の
出
征
地
満
州
で
発
疹
チ
フ

ス
を
患
い
、
ま
る
で
骨
と
皮
の
よ

う
に
な
っ
て
山
登
り
も
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。�

�����

定
年
で
大
学
を
退
官
後
、
再
び

山
歩
き
を
始
め
ら
れ
た
小
林
先
生

は
、
偶
然
訪
れ
た
夜
叉
神
峠
で
、

峠
小
屋
の
主
人
か
ら
、
北
岳
に
診

療
施
設
が
な
い
こ
と
を
相
談
さ
れ

ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ
ー
林

道
の
開
通
に
よ
り
登
山
者
が
急
増

し
た
北
岳
で
は
、
診
療
所
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
。�

当
時
昭
和
大
学
藤
が
丘
病
院
の

院
長
だ
っ
た
小
林
先
生
は
、
そ
の

年
の
夏
、
北
岳
に
南
ア
ル
プ
ス
初

と
な
る
診
療
所
を
開
設
。
毎
年
夏

山
シ
ー
ズ
ン
に
は
診
療
所
に
通
い
、

高
山
病
患
者
や
負
傷
者
の
診
療
に

あ
た
り
ま
し
た
。
診
療
所
が
あ
る

標
高
２，
９
０
０
メ
ー
ト
ル
地
点
ま

で
は
、
健
康
な
大
人
で
も
約
８
時

間
か
か
る
険
し
い
道
の
り
で
す
。

途
中
で
一
泊
し
、
83
歳
ま
で
ご
自

分
の
足
で
登
ら
れ
た
小
林
先
生
は
、

近
年
の
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
に
、

「
登
山
前
に
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
、
体
力
相
応
の
コ
ー

ス
を
選
ぶ
、
日
程
に
余
裕
を
持
つ
、

適
当
な
装
備
、
水
分
摂
取
、
日
ご

ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
切
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。�

�����

70
歳
か
ら
は
富
士
登
山
に
挑
戦
。

初
め
は
日
帰
り
、
年
を
重
ね
る
ご

と
に
途
中
で
一
泊
、
二
泊
す
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、
18
年
連
続

で
登
頂
に
成
功
、
88
歳
で
「
富
士

山
高
齢
登
拝
者
番
付
」
の
小
結
に

名
を
連
ね
ま
し
た
。「
山
頂
か
ら

朝
焼
け
を
眺
め
る
す
が
す
が
し
さ

は
格
別
」
と
目
を
細
め
る
小
林
先

生
。「
ゆ
っ
く
り
と
、
楽
し
み
な

が
ら
登
る
。
自
分
の
体
力
を
知
り
、

無
理
だ
と
思
っ
た
ら
、
引
き
返
す

こ
と
も
大
事
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
守
る
こ
と
が
、
健
康
で
登
山
を

続
け
る
秘
訣
と
い
い
ま
す
。�

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
単
独
で
山

に
入
る
た
め
、
他
の
登
山
者
に
「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
増
え
、「
人
に
心
配

を
か
け
た
く
な
い
」
と
、
米
寿
を

機
に
山
を
引
退
。「
い
ま
で
は
降

圧
薬
の
お
世
話
に
も
な
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
も
の
の
、
90
歳
を
超

え
た
現
在
で
も
、
山
で
鍛
え
た
健

脚
で
、
自
宅
近
く
の
神
宮
外
苑
を

１
時
間
以
上
か
け
て
散
歩
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�富士山高齢登拝者番付�

北
岳
、
穂
高･

･
･�

山
に
魅
せ
ら
れ
た�

学
生
時
代�

67
歳
で
北
岳
に�

診
療
所
を
開
設�

88
歳
ま
で�

登
り
続
け
た
富
士
山�
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健
康
で
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を
愉
し
む
た
め
に�

�

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
休
日
に
ご
家
族
や
仲
間
で

山
歩
き
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
学
生
時
代
か
ら
山
に
親
し
ま
れ
、

88
歳
ま
で
富
士
登
山
さ
れ
て
い
た
と
い
う
小
林

太
刀
夫
先
生
は
ま
さ
に
「
山
の
達
人
」。
南
ア
ル

プ
ス
の
最
高
峰
、
北
岳
に
診
療
所
を
開
設
し
、
長

年
に
わ
た
り
高
山
病
な
ど
の
治
療
に
も
従
事
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
小
林
先
生
に
、
山
登
り
の
愉
し
み

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。�

東
京
大
学
名
誉
教
授
 
小
林
　
太
刀
夫
�

日本心臓財団とは�

http://www.jhf.or.jp壁新聞�
「ハートニュース」�

日本心臓財団は、わが国の三大死因のうち心臓病と脳
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虚
血
性
心
疾
患
の
治
療
は
、
病

気
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
が
、
①
生
活
改
善
に
よ

る
生
活
療
法
、
②
薬
を
投
与
す
る

薬
物
療
法
、
③
外
科
手
術
を
行
う

外
科
療
法
、
④
体
の
外
か
ら
カ
テ

ー
テ
ル
（
細
い
管
）
を
入
れ
て
治

療
す
る
「
カ
テ
ー
テ
ル
療
法
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。�

中
で
も
カ
テ
ー
テ
ル
療
法
は
、

外
科
手
術
に
か
わ
っ
て
最
近
よ
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
治

療
法
で
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て

「
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
（
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ａ
）」
が
あ
り
ま
す
。�

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
、
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
で
狭
く
な
っ
た
冠
動
脈
を
バ

ル
ー
ン
（
風
船
）
を
膨
ら
ま
せ
、

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
滞
っ
て

い
た
血
流
を
回
復
さ
せ
る
治
療
で

す
。
治
療
で
は
、
ま
ず
足
の
付
け

根
な
ど
の
動
脈
か
ら
先
端
に
小
さ

な
バ
ル
ー
ン
の
つ
い
た
カ
テ
ー
テ

ル
を
挿
入
し
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
心
臓
の
冠
動
脈
ま
で
誘
導
し

ま
す
。
そ
し
て
、
動
脈
硬
化
や
血

栓
に
よ
っ
て
詰
ま
っ
た
り
狭
く
な

っ
た
り
し
て
い
る
部
分
で
バ
ル
ー

ン
を
膨
ら
ま
せ
、
狭
窄
し
て
い
る

部
分
を
内
側
か
ら
押
し
広
げ
ま
す
。�

カ
テ
ー
テ
ル
療
法
に
は
、
特
殊

な
筒
状
の
金
属
を
カ
テ
ー
テ
ル
で

狭
窄
部
ま
で
運
び
、
バ
ル
ー
ン
で

押
し
広
げ
た
あ
と
に
そ
の
ま
ま
内

部
に
留
置
す
る
「
冠
動
脈
内
ス
テ

ン
ト
」
や
、
血
栓
に
よ
っ
て
詰
ま

っ
て
い
る
冠
動
脈
に
、
カ
テ
ー
テ

ル
で
血
栓
溶
解
薬
を
流
し
込
ん
で

血
栓
を
溶
か
す
「
経
皮
的
冠
動
脈

血
栓
溶
解
療
法
（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｒ
）」

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
治

療
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。�

心
臓
病
は
ど
の
よ
う
に
治
療
す
る
の

で
す
か
？�

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
治
療
法
と
し

て
「
カ
テ
ー
テ
ル
療
法
」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
治

療
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

http://www.jhf.or.jp
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監
修
・
北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
循
環
病
態
内
科
学
　
講
師
　
佐
久
間
　
一
郎�

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

な
ど
、
虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
因

子
と
な
る
生
活
習
慣
病
は
、
同
時

に
Ｅ
Ｄ（E

rectile D
ysfun

ction

）

の
危
険
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｅ

Ｄ
は
、
勃
起
不
全
（
あ
る
い
は
勃

起
障
害
）
と
も
い
わ
れ
、
性
交
時

に
十
分
な
勃
起
が
維
持
で
き
な
い

た
め
、
満
足
な
性
交
が
で
き
な
い

状
態
と
な
る
病
気
で
す
。
生
活
習

慣
病
が
あ
る
と
、
動
脈
硬
化
な
ど

に
よ
り
血
管
が
障
害
さ
れ
、
勃
起

に
必
要
な
だ
け
の
十
分
な
血
液
が

陰
茎
ま
で
流
れ
な
く
な
り
、
Ｅ
Ｄ

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

Ｅ
Ｄ
は
男
性
な
ら
誰
で
も
起
こ

り
う
る
病
気
で
、
最
近
行
わ
れ
た

疫
学
調
査
（
図
）
で
も
、
40
〜
70

歳
ま
で
の
男
性
の
半
分
以
上
が
何

ら
か
の
原
因
で
Ｅ
Ｄ
と
考
え
ら
れ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
高

年
に
増
え
る
傾
向
が
あ
る
の
は
、

加
齢
が
原
因
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
、
年
齢
と
と
も
に
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
Ｅ
Ｄ
の
危
険
因
子
と

な
る
生
活
習
慣
病
を
合
併
す
る
こ

と
が
多
く
な
る
か
ら
で
す
。
さ
ら

に
、
そ
の
治
療
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
治
療
薬
を
服
用
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。�

ほ
か
に
も
、
前
立
腺
の
手
術
や

脊
髄
損
傷
、
降
圧
薬
や
心
疾
患
治

療
薬
な
ど
薬
剤
の
副
作
用
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
心
因
性
の
問
題
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
で

Ｅ
Ｄ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
原
因
を
見
つ
け
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
現

在
で
は
医
師
の
指
導
の
も
と
、
経

口
治
療
薬
に
よ
る
治
療
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｄ
治
療
薬
は
、「
ニ

ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
な
ど
の
硝
酸
剤

に
よ
る
治
療
を
受
け
て
い
る
男
性

は
服
用
で
き
な
い
」
な
ど
の
禁
忌

も
あ
り
ま
す
が
、
医
師
の
指
導
の

も
と
で
正
し
く
服
用
す
れ
ば
、
心

臓
へ
の
負
担
も
少
な
く
安
全
で
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。�

生
活
習
慣
病
に
多
い�

　
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｄ
の
合
併�

ストレス�
ストレスは性的刺激を
減退させます。�
ストレスを解消し、心
身をリラックスさせる
方法を身に付けましょう。�運　動�

適度な運動は血圧
を下げたり肥満を
予防したりするの
に有効です。�

たばこ�
血液循環に悪影響
をもたらします。吸
っている人は禁煙
しましょう。�

お　酒�
気分をリラックス
させる効果があり
ますが、飲みすぎに
注意してください。�

白井將文：EDの疫学とリスクファクター．臨牀と研究，76（5）：841，1999

■日本人男性のED有病率�

0

50

100
(%)

40～45 46～50 51～55 56～60
年齢（歳）�

61～65 66～70

完全型ED：�
勃起せず、性交が不可能�

中等症ED：�
たまに勃起が可能で、�
性交の間中、勃起が維持できる�

高血圧�

降圧薬の副
作用でED

になること
があ

ります。�

糖尿病�

高い率でE
Dを発症す

ることがわ
かっ

ています。
�

虚血性心疾
患�

危険因子は
EDと同じ

。要注意で
す。�

生活習慣病
の人は、�

EDになる
可能性も高

い！�

［治療は生活習慣の改善から］�

EDは男性なら誰にでも起こりうる病気です�
ED治療薬などで治療できます。まず、医師に相談してください。�
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なになに、�
血圧１６０/１１０、�
総コレステロール２３０、�
尿糖反応あり！？�

特
に
な
い�

け
ど
な
あ
…�

お
、�

昼
休
み
か
♪�

カ
ツ
丼
と�

カ
レ
ー
ラ
イ
ス�

あ
と
は
…
…�

そ
ん
な
に�

食
べ
る
の
？�

バ
ツ�

運
動
不
足
も

×�

階
段
の
方
が�

は
や
い
よ�

こ
っ
ち
の
方
が�

ラ
ク
だ�

朝
食
べ
て�

な
い
か
ら�

腹
ぺ
こ
で
ね�

つ
ま
り
、�

高
血
圧
で�

高
脂
血
症
、�

糖
尿
病
予
備
群�

お
ま
け
に�

肥
満
気
味�

不
規
則
な�

食
生
活
も

×� バ
ツ�

今
日
は
も
う�

朝
ま
で
飲
む
ぞ
〜
！�

飲
み
す
ぎ
は

×
、�

睡
眠
不
足
も

×� バ
ツ�

バ
ツ�

こ
ん
な
生
活�

し
て
い
る
あ
な
た
！�

心
臓
病
の�

危
険
大
で
す
ぞ
！！�

危
険
因
子
が�

多
す
ぎ
て
…�

た
ば
こ
も

×�
�

バ
ツ�

ス
ト
レ
ス
も

×� バ
ツ�

まだ�
できんのか？�

こ
の
前
の�

健
康
診
断
の�

結
果
で
〜
す�

は
い
、�

ど
う
も
〜�

ポ
イ
ッ
！�

『心臓病の危険因子って？』�
監修：東海大学名誉教授　五島雄一郎�

作画：ワイ・エスデザインルーム森谷　篤�

こ
ら
、
キ
ミ
！�

何
か
心
当
た
り
は
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適
度
な�

ア
ル
コ
ー
ル
は�

マ
ル�

い
や
ぁ
、�

ま
っ
た
く�

ま
い
っ
た
よ�

ち
ょ
っ
と
キ
ミ
。�

急
ぎ
で
頼
む
よ�

あ
あ
、
疲
れ
た
。�

さ
て
と
…
…�

な
ん
だ
か�

疲
れ
る
な�

た
だ�

　
い
ま� ハ

ァ
ハ
ァ�

肥
満
は

×�

食
べ
す
ぎ�

で
す
ぞ
！� バ

ツ�
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音楽家と�循
環
器
疾
患�

（1839 ～1881）�

モデスト・�
ペトローヴィッチ・�
ムソルグスキー�

ModestModest
PetrovichPetrovich

東
海
大
学
　
名
誉
教
授
　
五
島
　
雄
一
郎
�

�民
衆
に
同
情
す
る
音
楽�

歌
劇
「
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
」

や
交
響
詩
「
は
げ
山
の
一
夜
」
の

作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
。
彼
の
父
は
帝
政
ロ
シ

ア
時
代
の
貴
族
で
地
主
、
祖
母
は

農
民
の
娘
で
、
彼
に
は
貴
族
と
ロ

シ
ア
農
民
の
血
が
混
じ
っ
て
い
た
。

地
主
の
息
子
と
し
て
不
自
由
な
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
軍
人
を

志
願
し
て
近
衛
士
官
学
校
に
入
学
、

し
か
し
２
年
で
軍
職
を
退
い
た
。

青
年
時
代
に
神
経
症
に
か
か
り
、

17
〜
18
歳
か
ら
飲
酒
を
始
め
た
。�

１
８
６
０
年
代
に
ロ
シ
ア
で
は

リ
ム
ス
キ
ー
・
コ
ル
サ
コ
フ
を
中

心
と
し
た
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
五
人

組
」
が
誕
生
、
積
極
的
な
音
楽
活

動
を
行
い
、
彼
も
加
わ
っ
た
。
ロ

シ
ア
の
現
実
を
見
つ
め
、
虐
げ
ら

れ
た
民
衆
に
同
情
し
、
腐
敗
し
た

上
流
社
会
と
支
配
権
力
に
対
す
る

強
い
反
感
と
怒
り
が
彼
の
芸
術
活

動
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
妥

協
せ
ず
、
自
分
の
思
想
の
実
現
に

向
か
っ
た
。
24
歳
か
ら
４
年
間
、

官
吏
生
活
を
送
っ
た
が
、
こ
の
間

に
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
た
。�

�
�

過
飲
の
背
景�

1
8
6
7
年
に
官
吏
を
や
め
、

交
響
詩
「
は
げ
山
の
一
夜
」
を
作

曲
。
ま
た
3
年
が
か
り
で
完
成

さ
せ
た
歌
劇
「
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ゥ

ノ
フ
」
は
社
会
的
歌
劇
で
、
真
の

主
人
公
は
民
衆
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

農
民
の
息
吹
が
舞
台
か
ら
直
接
民

衆
に
迫
っ
て
く
る
新
し
い
型
の
歌

劇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
流
階

級
は
ロ
シ
ア
の
芸
術
的
恥
辱
だ
と

反
対
、
な
か
な
か
上
演
さ
れ
ず
、

上
演
さ
れ
て
も
難
癖
を
つ
け
ら
れ

て
劇
場
か
ら
姿
を
消
し
、
五
人
組

の
結
束
も
破
れ
た
。
こ
の
前
後
か

ら
彼
は
ひ
ど
く
飲
酒
す
る
よ
う
に

な
り
、
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く

な
っ
た
。
有
名
な
組
曲
「
展
覧
会

の
絵
」、「
の
み
の
歌
」
は
こ
の
間

に
作
曲
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
歌
劇

「
ボ
ヴ
ァ
ン
シ
チ
ー
ナ
」
は
未
完

成
に
終
わ
っ
て
い
る
。�

�
死
体
の
横
に
は
空
の
酒
瓶�

1
8
8
1
年
2
月
、
女
性
歌

手
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
中
に
突
然
心
臓

発
作
を
起
こ
し
、
陸
軍
病
院
に
入

院
し
た
。
一
時
は
快
方
に
向
か
い
、

誕
生
日
祝
い
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
大

瓶
が
届
け
ら
れ
た
。
翌
日
、
空
の

ブ
ラ
ン
デ
ー
瓶
の
横
で
死
体
が
発

見
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
過
剰
な
ア

ル
コ
ー
ル
摂
取
か
ら
心
臓
発
作
を

起
こ
し
て
死
亡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。�

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
か
ら
心
臓
発
作�
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